
（１）教育の推進の必要性

固定的な性別役割分担意識、性差による偏見・固定観念及びアンコンシャス・
バイアス（無意識の思い込み）は、幼少の頃から経験の蓄積により形成されて
いくと考えられます。強固に根付いた意識・無意識を払拭することは容易では
ありません。そのため、幼児期や小学校などを含めた幼少期から、ジェンダー
平等及び人権の尊重の視点にたった教育を推進する必要があります。

「幼少期」とは・・・

（３）現状の啓発活動（２）成果指標（基本目標２ジェンダー平等と人権を尊重する教育の充実）

中学校におけるジェンダー平等に関する啓発活動の実施割合

（４）幼少期からのジェンダー平等・人権尊重教育の推進に感じる難しさ
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